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捨崗龍跡第2次発掘調査報告書

一関遊水地事業関連遺跡発掘調査



序

本県には、旧石器時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地があり、10,000カ所以上

の遺跡が確認きれております。これら先人の残した文化遺産を保護・保存し、後生に伝えていくこ

とは我々県民に課せられた垂大な責務であります。一方、現代社会を豊かにし、快適な生活を送る

ための地域開発もまた県民の切実な願いであり、このような埋蔵文化財の保護・保存と地域開発事

業との調和のとれた政策が今H的課題となっております。

当文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、

開発事業によって止むを得ず消滅する遺跡の発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまいりま

した。

本書は、一関遊水地事業に関連して、平成13年度に調査した猪岡館跡の調査結果をまとめたもの

であります。調査によって、本遺跡は縄文時代および近世の集落跡、中世の城館跡が複合する遺跡

であることが確認されました。主体である中世の城館期においては、捌立柱述物跡や堀跡のほかIIW

跡や柵列が確認され、当時の城館構造の一部が明らかになりました。

この報告書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに、埋蔵文化財に対する理解の一助

となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査および報告書作成にご援助。ご協力を賜りました国土

交通省東北地方整備局岩手工事事務所や平泉町教育委員会をはじめとする関係各位に深く感謝申し

上げます。

平成15年1月

財団法人岩手県文化振興事業団

理ﾘ脹合田 武



一

＝
一

ロ例

本報告杏は、岩手県西磐井郡平胤町艇島字誠崎76-2ほかに所在する猪岡館跡の発掘澗森結果を収録した

ものである。

本遺跡の澗在は、一例遊水j岬l雛に伴う堺前の緊急発掘i棚従である。洲盗は、圃土交通符東北地方雛側

局淵手二l:斗叩務所と泌手県教育委貝会との協搬を経て、1M･IJI法人岩手県文化振興ﾘ礫ﾛl埋蔵文化1M.セン

ターが実施した。

岩手県遺跡登録台帳に記救きれる遺跡瀞号・遺跡略号は、NE76-2347・IOT-01-2である。

発棚洲礎IWllllは、平成13年7月9I:1～11月16日、洲森而械は9,000㎡である。担当者は、演H1宏・吉川

微・飯坂一亜・溜浩二郎・杉沢昭太郎・中村直美・原美津子・北田勲である。

室内整理期IM1は平成13年11月1日～平成14年3月31日、桜田宏・吉川徹が担当した。

本報告iJドの執縦は、 Iを中川亜紀、それ以外と綱典を渡II1が担当した。

発掘調壷では、l堂i土交通櫛束北地方雛蝋励岩手エリ叫務所、平泉町教育委貝会、岩手蝶教育委貝会の

ご協力をいただいた。

本報告香の作成にあたI)、次の方々にご指導いただいた。（順不同・敬称略）

工藤雅樹(福胤大学)、壷野秀文(朧岡市敬育委貝会)、三iil職一・佐瀧猟広(岩手県立博物鮒)、

本灘似捕・及川司・八敗樫忠郎・葡原31.塁・鈴木江利子(平泉町教育委貝会）

野外調査では平泉町・一関市・胆沢町・衣川村･EI(111町の作業貝三十数名のほか、柳之御所遺跡発掘作

業目、平累町教育委員会職貝および作業貝のご協力をいただいた。

室内では当センター期限付職貝2名で雛理作業を行った。

委託業務は以下の機関に依頼した。

＜些準点測趾・基準杭設腫＞ ㈱一・測設制．

＜地形測fit> ㈱シン技術コンサル

＜空中写真＞ ル〔邦航空（セスナ機）

（剛シン技術コンサル（ラジコンヘリコプター）

＜石質鑑定＞ 「花尚岩研究会」

＜金属製品の悌存処理＞ 消手鼎立博物館

綱盗成果の一部は訓森略報に概略を掲戦しているが、本排と記癖1噸が異なる場合はすべて本糀告普が

優先する。

洲従で砕られた出土逝物や雅理にIMわる諭記録報については、岩手県立埋戯文化1M･センターで保符・符

理している。
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凡 例

本報告書に記戦した遺梛図の方位は平面直角座標第X系の座標北を、遺梛IXIの水糸レベルは海抜商度を

示す。

逝柵図の縮尺は、原則として掘立柱建物跡．柵列平而図．柵跡平而図．堀跡が1/1()0，竪穴状遺柵．士

坑・蕊職・柵列断面腿|・柵跡断面lXl ･門跡・通路跡・堀跡の枕ll脚耐ilXIをl/50とした。

掘立柱建物を構成する柱穴平面図のスクリーントーンは柱浪を表わす｡

各平坦部の遺構配瞳図は縮尺1/300で掲載した。それには等高線を入れているが、いずれも地III面（遺

柵検川面）で作図したものである。

巻末には、付図1として澗査区域内の現況地形図(縮尺1/500)を、付図2として純張例(縮尺1/1,000)を

添えた。付図2は当センター北田勲が作図したものである。

屑名は韮本屑序にはローマ数字を、遺榊の埋土には算用数字を用いて区別した。

土屑の色澗は、腱林水薩省腿林水雌技術会織り嚇局朧修噺版標蝋土色帖』を使川した。

遺物実測図の縮尺は、剥片石器2/3，礫石器l/3、縄文土器・鉄製砧・陶磁器がそれぞれ1/2，銭貨は原

寸である。

遺物写典図版の縮尺は遺物実測IxlのそれにiM!じている。

遺櫛図版内の柱穴一覧表及び表3において、例えばPlはPOO1、 PIOはPOIOなどとなっているが、こ

れは処理上の問題で、同一の遺構を指している。
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急発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

猜岡館跡 城館跡 縄文･ 111ilt 竪穴状遺櫛 1棟

掘立柱建物跡 1棟

土坑 12基

撒跡 12条

柱穴 132個

堀跡 6条

門跡 4棟

柵列 5条

通路跡 1ケ所

墓壌(近世） 1基

細文二I器(前．晩期）

石器類･陶磁器･銭貨

金属製品(鉄釘）

北上川に向かって

扇形に開く城域

350～400m×150

~200mの中世末

の城館跡。

門跡・柵列・通路

跡が確認された。



I 調査に至る経緯

猪岡館跡は「一関遊水地事業、第2遊水地管理用通路工事」の施工に伴って、その事業区域内に存するこ

とから発掘調査を実施することとなったものである。

一関遊水地事業は、北上川上流改修の一大プロジェクトとして、岩手県一関市・平泉町地区を洪水から守

るため、二線堤方式による遊水地を趣股するもので、上流ダム群とともに北上川治水#↑画の根幹をなすもの

である。遊水地は延長25kmの周囲堤と延長18kmの小堤に囲まれた、第1遊水地から第3遊水地まであわせて

1.450haからなり、洪水調整・市街地等の水害防御および土地の高度利用を目的とするものである。事業は、

昭和48年3月に工事実施基本計画が決定きれたのを受けて本格的な箭工の運びとなった。

猪岡館跡については、岩手県遺跡韮本図により第2遊水地管理用通路予定地に遡跡存在の可能性があった

ため、平成12年ll月6日付けで国土交通省東北地方整備局岩手工事事務所の依頼を受けた岩手県教育委員会

が平成12年度に試掘調査を実施した。試掘捌森の結果、遺跡と確認されたため、満手県教育委員会が国土交

通省東北地方整備局岩手工即叩務所と協縦を行い、発掘澗交を財団法人岩手鼎文化振興事業団埋蔵文化財セ

ンターの受託事業とすることとした。

これにより、平成13年6月20日付けで岩手工事事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間で受託契約

し、同年7月9日から猪岡館跡の発掘調在に新手した。

Ⅱ遺跡の立地と環境

1 ．遺跡の位置と立地

猪|剛館跡にある平泉町は岩手県附部に位悩し、北は胆沢郡衣川村と前沢町、南と西は一関市、東は束稲山

を境に東磐井郡東山町と接する。町の総面積は63.75k㎡で、そのおよそ半分はlll林・原野が占め、水田・畑

地の剖合は3割弱である。人口は、昭和20年代半ばに1万人を越えたがそれ以降は減少傾向にあり、現在は

およそ9,000人強となっている。平泉町には奥州麓原氏を今に伝える遺産、平安美術の宝庫といわれる「中

尊寺｣、特別史跡・特別名勝の二重の指定を受ける「毛越寺」があり、年間200万人以上の観光客が訪れる全

国有数の観光都市として知られている。また平成12年度には、世界遺産の暫定リストに「平泉の文化遺産」

として登戦され、国内外でさらに知名度を上げることとなった。今後は、文化遺産本体のみならず周辺環境

を含めた保存に向けて、官民一体となった動きが必要となろう。

猪岡館跡は平泉町の南東端、北上川左岸の長局地区に所存し、東H本旅客鉄道東北本線平泉駅からは東南

東に2.8kmほどの距離がある。遺跡の東側には主要地方道一関・北上線がI川近に通っている。遺跡は北上川

によって形成された河岸段丘の縁辺部に立地し、蛇行して東に向きを変えて流れる北上川を西側に臨む。東

には標商596mの束稲山、その南に標高325mの観音山が灘え、これら周辺の雄大な景観は城館として機能し

ていた当時を思わせる。

猪岡館跡は、西磐井郡平泉町長島字須崎76-2ほかに所在し、国土地理院発行の5万分の1地形図「一関」

」
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(NJ-54-14-15)及び2万5千分の1地形図「一関」(NJ-54-14-15-l)内にある。調査区中央部の経・緯

度は、北純38.58'37"東経141｡9' 11''である。

2．地形・地質

平泉町周辺は、東は北上1l1地、西は奥羽山脈に囲まれ、その中央部を一級河川北上川が南流している。宮

城県追波湾に注ぐ北上川は、一I則市狐禅寺付近の狭窄部が要因の一つとなって度々大洪水をおこし、この地

方に甚大な被害を与えている。前述のとおり、一関遊水地事業はその水害の防御と土地の高度利用を目的と

して実施されているところである。

平泉町は北上川の中流域にあたり、この川によって形成された氾濫平野や谷底平野、後背湿地などの低地

と河岸段丘上にのる。町はその北上川を境として、西側の平泉地区と東側の長島地区に大きく二分きれる。

北上川西岸の平泉地区はそのほとんどが衣川丘陵からなり、解析が及んでいない丘陵緩斜面域では牧場等に
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利用されている。町の中心部は北上川と太田川によって解析された段丘と氾濫原上にあって、多くの藤原氏

関連の遺跡と垂なり、この地域に藤らす町民はこれら文化遺産と生活を共にしている。一方、東岸の長島地

区は北上川の氾濫原と束稲西髄丘陵からなるが、丘陵地の大部分は侵食性の級斜面で、過跡の多くはその侵

食きれた段丘の縁辺部と支流谷沿いにある。遺跡として台帳に登職きれている中世城館のいくつかはこの段

丘沿いに立地しているが、猪岡館跡もまたそのうちの一つである。近年、この長島地区で大規模なほ場整備

事業が施工され、それに伴う耶前の発掘澗森で北上川東岸の沖欄地にも藤原氏関連の遺跡があることが確認

された。和鏡の出土をみた里遺跡、十和田a降下火山灰に覆われた水田跡が検出された竜ケ坂遺跡、茶毘所

と思われる遺櫛や中世の墓域、平安期の畠跡などが見つかった本町Ⅱ遺跡、それに隣接する畑中遺跡がそれ

である。いずれも、従来言われてきた藤原時代「都市平泉」の櫛造を再考すべき内容をもっており、注目誉

れる遺跡群である。

平泉町やその周辺地域の地質は、南北に縦断する盛岡一白河線と呼ばれる櫛造線によって東西に分けられ

る。その西側は新生代新第三紀以降の堆積岩や火山岩が分布し、東側では石灰岩・花崗岩・礫岩・泥岩など

で栂成される古生閣が韮盤岩類となっている。北上川によって形成された沖積地や扇状地の堆祇物は、砂礫

泥からなり、多くは泥を主体とした細粒堆祇物である。

3．基本層序

調査区内では、ほぼ全域で第4図のような届序が観察された。以下に各噌の特徴を示す。

<第1層〉 にぶい黄褐色士(10YR4/3) シルト草木根を多く含む表土．耕作土。斜面部で厚い。

刷厚5～20cm。

<第Ⅱ層〉 にぶい黄褐色士(10YR5/4) シルト黄褐色土の極小ブロック等を含む。本層も斜面部で

厚くなる。層厚10～25cm。

<第Ⅲ層〉 にぶい黄褐色士(10YR5/3) シルト 黄褐色土のブロックを含み、Ⅱ層より黒味を帯びる。

綴斜面に部分的に存在する中世段階の堆種府と思わ

れる。普鮒等、人為的なものかは不明である。層厚

5～lOcm前後。

<第Ⅳ層〉 明黄褐色土 (10YR6/6) 粘土質シルト 粘性のある地山。遺柵検出は本層上面である。

嚇厚15～50cm。

<第V層〉 明黄褐色士 (7.5YR5/6) 砂質土小礫をわずかに含む砂層。層厚は確認してない。

なお、第4図の土層観察地点は、

1号平坦部T2、ⅡA2jグリッド

から東に2.5m(第7図トレンチ配置

図参照）である。

L=40.500m

蕊議譲蕊蕊蕊灘鶏蕊蕊
第4図基本圃序(nA2i～2iグリッド）
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4．歴史的環境と平泉町内の城館

猪岡館のある平泉町長島地区は、北は胆沢郡前沢町、束稲山の稜線を境として東側は東磐井郡東山町、南

は一関市に接している。西側を北上川が南流するが、川の東岸は頻繁に増水し洪水被害を受けるため、現在

の集落もそこを避け山麓側にわたって散在している。

表lの20以降(24を除く）に示した北上川左岸の河岸段丘上にある中世の城館群は、この北上川とそれに

流れ込む幾筋もの小河川や沢をうまく防御施設として利用した要害である｡これらの中でも今回調査した猪

岡館は、当時洪水に見舞われることもなく、むしろ北上川の交通網を掌握し水運で栄えていたようである。

このことは、慶長五年(1600)『葛西大崎船止日記』に「一にしおしま（小島村）の内ふれ四そう｣、

『安永風土記』に「一宿屋敷載軒」とあることから窺える。

文治五年（1189）の役による藤原氏滅亡後、陸奥国は鎌倉幕府の統治下に置かれ、新たに入部してきた関

東御家人に支配されることとなった。これにより磐井郡は葛西氏の封土となって、葛西清重以来その治下に

あった。猪岡氏は、磐井川西北部の猪岡村に拠った葛西氏の家臣で当地方の地頭と推趾されるが、旧記には

その伝承が樫減して伝わらないという（『一関市史』第一巻)。猪岡文書によると、猪岡氏は応永七年

(1400)から天正一八年(1590)まで190年間猪岡村を領し、葛西晴信の信頼は厚く領内安堵に尽くした旨

の記述があるが、この文醤は偽文瞥とする向きもある。I聯信は、永禄三年(1560)猪岡又太郎に対して「山

ノ目村．中尊寺村．前堀村」の旗頭として、馬上五十騎・与力百人・弓三十人・鑓二十人を付属せしめた。

磐井川北畔の線から衣川の線に至る間の治安を委ねたものとされる (r岩手県史』第3巻)。加えて、猪岡村

のほかに「岩井郡之内平泉村二而三千苅、黒沢村二而弐干苅」を加増した。また、天正三年(1575)の本吉

氏と気仙郡僅部氏の争乱の際には磐井・胆沢の城主が動員され、猪i聞弥太郎は白蝿村で二千ﾇIIを加えられた

(r猪岡文書』)。その後、天正五年(1577)には長部氏、天正十四年(1586)には本吉氏・歌津十二人衆と

も兵乱があったという。天正十八年(1590)八月、葛西氏は豊臣秀吉の奥羽仕置によって滅び、猪岡氏はそ

れとともに、猪岡館城主猪岡玄蕃の末商、隼人の代で没落したとされる。この猪岡館の城主は、「仙蕊領古

城番上』『安永風土記』に伝えられている。

猪岡館は、楓土記』に「猪岡城」として、東西176間、南北65間とその大ききが謡われ、『仙臺領古城書

上』にも「平東城」として、「本丸」東西54間、南北28間、「二の丸」東西30間、南北37間と記されている。

また、紫桃正隆は『仙台領内古城・館』第1巻において、平泉町内の古城館を15ヶ城挙げ、各城館の規模．

栂造．歴史等を示しているが、猪岡館は「河岸段丘上に櫛えられた平城形式で、天嶮と土塁、空濠、水濠な

どの人工防塁が程よく調和した大要害」とし、その規模を「東西200m、南北150mもある壮大な城館と言え

よう」と評している。これには概略図（第30図に転載）が掲載されているが、その中に大手門が描き込ま

れ、「大手門らしい跡も認められる」との記述もある。これは、今回の発掘調査で確認された門跡とほぼ同

じ地点と思われ、紫桃氏が現地を踏査した際に何らかの痕跡があったものか、不自然な地形から当時の普

請．作事を推測しての判断かは不明であるが、氏の城館に対する観察力のすばらしさを感じた。

平泉町内の城館跡は、柳之御所避跡など平安後期聴原時代のものも含めて27箇所が知られているが、それ

以外は多くが中世末戦国期の城館跡である。既述したように、北上川左岸の城館跡8箇所はすべてこれに該

当する。第5図には町内の各城館跡の位置を、表1には所在地・城主などその内容を示したので参照してい

ただきたい。

－6－





表1 平泉町内の城館

｜

‐

I

番号 塘館名 別 称 所在地 現 況 遺 棡 な ど 城 主 文 献 時期

I 加原桐 平泉.i:瀬原 水田・畑地 イ Iﾘﾘ 陸奥話記」 古代後

ワ
〕 泉ヶ城 和泉ケ城 平蜘"泉ヶ城 水田・畑地 I 邪(I60×160m)、北に副郭 安僻貞任、泉三郎忠衡 古雄書上」「風土妃」「'14胤史」 古代後

3 伊能館 戌館 平泉宇丙郷 水田 I 郭（”×50m)、自然の堀 凰十記」「平泉史」 古代後

４ 餌ケ鰯 古館 平泉字IW郷 山林 イ 明 蝋沢兵庫 風土記」 中世末

一
コ 中尊寺境内 皇ド泉･r火関・坂F 特別史跡 伽羅遮構、大腿寿院に向かう堀あI) 風土記」「平泉史」 古代末

6 化立I 葛西躍敷？ 花Ⅸ 畑地 臘祁・劉祁破壊、堀あり 葛西三郎清重よl)三代 風土記」「平泉史」 中世初

7 商鮒 衣川館 平泉 111林 MB (20×20m)、西側に剛邪 嘩原秀衡、源愛経、民祁少仙堆成 古城書上」「風土鑓」I.,ド胤史」 古代末

8 柳之御所 平泉館 里ド泉'i獅之御所 水田・畑地・民家 4本の堀で5郭に分けられる 藤原清衡一態衡・秀衡・撫衡 風土記」 平泉史」 古代末

9 伽離之御所 伽脳楽 水田・畑地・民家 8にili接、北側に土累 薩原秀衡一泰衡 吾妻鏡」 風土記」「'14胤史」 ilF代末

10 IH1衡館 西永戸第 平泉.i 倉町 学校用地 13邪（2“×90m)、西側に土蟻・剛邪 藤頗回衡 風土記」 平泉史」 lli代末

1 商衡館 隆衡館 14泉.；倉町 畑地・寺院・民家 10のifi側 蔭原回衡 ｢風'二記」 平泉史」 古代末

リ
》 E睦V 勅使鯨？ ､ド泉.；毛越 畑地 不明 ｢風土記」「平泉史」 古代末

3 西光寺 達谷蝕 平泉‘＃北沢 1I1林 16槻に堀切、その東に土塁 佃兵の雌跡か 中世末

4 安土鯨 日向鯨 愛撫 山林・水田・民家 l§郭（帥×50m)、東に副邪、枚碑あI) 安土H向守 古城普上」「風t謎」「､ド泉史」 中俄末

5 .‘賊崎館 史の上 11l林 '1 鳥陸崎備中守 風土記」「平泉史」 中世末

6 1M沢航 片捌 111林 ﾜI 平泉史」 中世末

《

凸

』 片岡峨敷 平製字片岡 畑地 91 片岡八郎 風土記」「平泉史』 中世？

8 新城館
坐
酬
い

恥
岫
即
叩

１１１
古
卸 111林 lW ､10×20m)、北に副祁と平嶋 風上記」 中世末

9 大佛館 樋の沢 llI林 l§邪 40×1Om) 東に平鳴、11uに堀切 照沢豊前 風土記」『平泉史」 中世末

20 〃蹄 築鯰 腿烏･御1節 水田・畑地・宅地 !§邪 90×80m) 東西に堀とl:恥？ 及川雅楽亮？ 風上記」 中世末

21 ~:反剛館 内餓 腿島宇二反1I1 水田・畑地・'色地 I：邪 ”×80m) 東・南$二堀、、ﾘ邪 千葉長門 古城書上」「風上鑓」 II'枇末

ゆり
－‐ 腿部鯨 縫島宇沌ノ沢 lll林・畑地 11邪 105×35m 、堀・土 11 .．ド蝸ぁl) 長部兵部大夫 風上記」 中世末

23 巡網航 西蝕 腿烏宇危ヶ坂 水田 3段の皇ド塒、見張l)と恩わ Lる』{4場あり 千葉修理 古城書上」「風土腿」 中世末

2‘1 佐卿横敷 庄司腱敷 腿烏.越釧:側 スギ林・水田 '1 成13年庇町教委調査、性〔多数 佐聴庄司 平泉史」 古代末

25 館間館 古飽、両館 農烏.献飢間 水田・畑地・'ｾ地 I JM (130×120m)、丘陵↓ 堀3条 古城書上」「風上腿」 中世末

26 小島鯨 古館 腿烏宇古餓 水田・畑地・宅地 I 邪（150×140m)中央に ､幡蒋、収に堀 小鳥三右衛門 風土記」 中世末

27 諸岡館 東軽 長島字須崎 水田・烟地・宅地 主駆(130×100m)に門跡・橿列砠鹿 霜岡玄蕃 ｢古種害上」『凰十眼』 中世末
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<引用・参考文献＞

WI向雄大 (20"): r佐野通跡輔1次．三日印I遺跡姉2次発捌棚鋤峨櫓』沿文肌綱先細皆脊鋪313災側)そ棚文
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糊手県数行委貝会 (1963):『瑞手鼎IIU世文需中巻』 図書刊行会

\癖叫牧宵後側会 (1986): r粧坪鼎中IIM飢跡分布調先報告諭粋馴I文化財鯛推服告書鮒82染岩手鼎軟育養側会

渦乎隈展政協北l蝿発和(I978): r北j:lll系WI楚地域土地分顛器本洞従 ･IM』
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金野諦一ほか (1990): r\拝隈の地名』日本歴史地名大系3 平凡社

紫桃IIM (1972): r史料仙合甑内i!『城･航』鮒一巻 「平胤日『内の古城航」

什胤洲・三ほか （1”3)：『志雑lll遺跡鋪13.15･16.17.18･20次発掘閥先鞭併緋』平泉町文化IM調売報告宵35巣平泉町敬汀稜仙会

花坂II郷ほか (1997): r湘蝋エ通跡第2次･第3次発掘調査報告書』岩文埋鯛寵報告脊第257集剛岩埋文

;I猟蝿l:fii (1987) :呼胤の狐蔵文化M』平泉郷土航図録輔1冊

水中腕 (2"1):『今､世界通巌後側会で踊られていること」『平胤文化研究年柵輔l蹄』 沿手鼎放ff姿例会

『聡乎朏兜』第2巻（中世篇上）

r粉乎鼎史』姉3巻（中1lt罵下）

『--･lmili史』鮒’を辿史

r撤城朏史』27風土雛

r符城鼎史』32史料巣風土記補通

『ﾘ〔孵井郡雌l

『縫島付鋤
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Ⅲ野外調査と室内整理の方法

1 ．野外調査

（1）調査区の地区割とグリッド設定

今回の発掘調査区は道路路線内ということもあって、城館平坦部の縁辺とそれから続く切岸を縦断する細

長い形になっていた。これと周辺地形も考慮しながらグリッドを設定しなければならなかったが、 終的に

は同士座標第X系に合わせることにした。調査区内の5つの平坦部に3級雌難点4点と補点4点の前8点を

打設し、それを埜にグリッドを設定した。8点の成果値は以下のとおりである。
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４
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グリッドは、起点を南東隅に置き、南から北方向にローマ数字のI ･ Ⅱ .Ⅲ.．….、東から西方向にアル

ファベットのA・B･C……を付し50mの大グリッドとした。さらに5×5mの小グリッドを設定し、南北

方向に算用数字l～0まで、東西方向にアルファベットa～jを与え、その組み合わせによってグリッド名

とした。（第6図参照）

（2）雑物除去・粗掘・遺構検出

現場股営後、綱森は木の枝葉や竹などの雑物除去に入ったが、測従区内に散乱した雑物の品の多さに相当

の時間を要することとなった。雑物除去に費やした日数は、実質1.5ヶ月ほどである。本調査は、城館調炎と

いうこともあり事前に現況の地形測量を行っているが、この航跡は自然地形の沢を堀としていたため、その

部分の雑物はより丁寧に取り除き、正確に図化されるよう心がけた。写真測斌の撮影I1は、お欲も過ぎた

8月28日㈹のことであった。

その後、岩手県教育委員会事務局文化課（現生涯学習文化課）が実施した試掘結果の確認のため、試掘坑

のクリーニングを行うとともに表土の厚さや遺櫛の有無、遺物の川土状況を確かめた。表土および遺物の包

含されない畷の除去には重機を使用したが、進入路が硴保できず難渋した筒所があった。その部分は、 1 In

あまりの盛土を人力で除去した。遺櫛の検出は、第Ⅳ屑の地111面でのみ行った。

（3）遺構名

検出された過櫛は、過櫛の種類毎に確認された順に迎番を付して適櫛名としたが、整理した段階で付け替
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えたものがある。柱穴は確認きれた時点でPlから連番を付けたが．鞘推後それにならなかったものについ

ては欠稀とした。また、澗企時には5つの平場を「l～5号ll11輪」と呼称していたが、裡数の平場から主郭

が柵成されたり、一つと思われたlll1輪が堀を挟んで二つに|>〈切られたりしたため、「1111輪」を「平出部」と

変災して報告することにした”

（4）精査・実測

避櫛は、原則として竪穴状遺榊は4分法、士坑は2分法、溝跡・柵列・堀跡は蝦低1ケ所の断面図を取れ

るように糖在した。柱穴は、大形で必要と思われたものを断而図が作成できるように2分法で糖査した。実

測は蝶本的に簡易造り方測賦で行ったが、部分的に平板測哉や光波測距催（トータル・ステーション）も使

lllした。現場で作成した各避榊の平・断而I叉lの縮尺はすべて1/20である。また、縮尺l/100で各平坦部にお

ける地111面の等高線図を作成したが等商線の間隔は地形と遺櫛密度によってそれぞれ変えている。

なお、業荷委託した洲介前の現況地形|渕は1/200、周辺地形IXIはl/500の縮尺で作成している。

（5）写真撮影

野外での写真撮影には35mm版2台（モノクローム・カラーリバーサルffl台）と6×7血版モノクロー

ム1台を使用した空II!写真は、澗侮途II!にセスナ機による搬影を、終了時にはラジコンヘリコプターによ

る搬影を行っている。

（6）調査方法について

今IIIIの捌在は、士木工恥的な洲森であることに加え、9.000nfの澗盗而棚に対してⅣl間が3ヶ月間という

こともあり、堀跡や切岸の急斜面部の表土まで全面を剥ぎ取って梢梅することは当初から不可能な状況で

あった。本城館跡の調査方法については、祁前にその主体を平ﾙ1部におくことが碓測されてはいたが、それ

のみでは十分な城館洲炎とはならないものと思われた。よって、報皆排作成のために肢低限必要と思われた、

次に掲げる要領で調査に臨んだ。

①それぞれの平坦部は、避櫛が存在する限り全域にわたって表土を除去し輔査する。

②堀跡は、まず現況写典を猟影した後、直角方向にトレンチを入れる。それによって、自然地形を利用し

た空堀と判断されたものは図化を省略、写真搬影のみとしそれ以外は通愉の輔変を行う。

③各平坦部の切岸も現況写真を撮影後、それぞれ数カ所にトレンチを入れ堆猟状況を確認、断面写真を撮

影する。例化は省略する。（猟跡・切岸に設定したトレンチ位樅は第71XI参照のこと）

これでも捌祢はほぼ1ケ月迩延してしまった。

2．室内整理

（1）遺物の整理手順

今何の調査で出土した遺物はごく側かで、当センターの収納用小コンテナ（45×35×9cm) 1箱に満たな

かったこれらは、野外澗在中の雨ﾉく時に洗浄まで行った。その後室内雛理期II11には、土器や陶磁器類は注

i脳揺合・復元の順に進め報告譜掲戦用のものを選別後、台帳登録・実測(採拓）・写真撮影・実測図トレー
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スを行った。石器類はチップ・フレイクを除いて登録し、実測後トレース・写典撮影を行った。室内雛理終

了の際には収納作業を行った。

（2）遺構図面

野外調査で得られた図面類は、平而図・断而図の照合後、

らのトレースを行い、遡櫛図版を作成した。

必要に応じて第2原図を作成した。その後それ

（3）図版・写真図版について

遺櫛・遺物の図版縮尺、写典図版縮尺は凡例にあるとおりである。
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Ⅳ検出された遺構と出土遺物

1 ．遺構

今回、各平坦部から検出された遺椛は以ﾄﾞのとおりである。

いずれの遺僻も、地lllである明黄褐色土屑（恭本屑序Ⅳ層）上面で確認している。

以ﾄﾞ、各平出部ごとに検出された遺柵について記述するが、そのために遺櫛種類ごとの連番で記戦されて

おらず、順番が前後しているものがある。また、掘立柱建物・門跡などを構成しなかった柱穴状ピットにつ

いては、遺櫛配置Ixlと柱穴計測表（表3 ．P47～48)をもってそれに代えることとする。

（1）1号平坦部検出遺構

1号平坦部は、調査区南東部の自然地形を利用する1号堀跡と2号堀跡の問、猪岡館跡の南東端に存する

曲輪の縁辺部である。この平坦部東側の切岸は、急巌となって北側に延び北西方向から走る沢につながって、

城の東側から北側にかけての砦となっている。地lll而の標高は40～42m前後で、調査前の状況は山林である。

1号土坑（第9図、写真図版5）

HB4 iグリッドに位侭する。遺榔の北側ほぼ半分は澗従区外に延びており、糀査できなかった。推定さ

れる平面図はI'1形で、断面形は浅い皿状を呈している。推定される開口部径は約130cm、深さは最大で27cm

である。埋土は黄褐色土の小ブロックを含む暗褐色士が主体で、炭化物や円礫が混入していた。遺物は出土

していないが、埋土等から縄文時代に属する可能性がある。

1号溝跡（第9図、写真図版5）

IA2i･ 3i･3jグリッドにかけて位置する。遺椛は北西から南東方向に直線状にあるが、北西側は

澗査lX域外に延びている。桁恋できた良さはlO.8m，上柵は17～59cm、下蛎は13～35cm、深さは3～13cmで

ある。断面形は浅皿状で、底面には緩い凹凸がある。埋土はにぶい黄褐色土の単層で、自然堆積と思われる。

遺物は出土していない。本遺構は平坦部の外縁に沿うようにあって柵列となる可能性もあったが、埋土の状

況と底而に柵木の痕跡が認められないことから瀧跡とした。時期は不明であるが、城館期よりはかなり新し

いものと思われる。
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堀寸群 竪穴状 土坑 満跡 柵列 門跡 通路跡 柱穴 墓城

1号平m部 1 2

2号･平坦部 1 16 1

3号平坦部 3 5 2 8

4号平坦部 1 1 6 4 2 4 1 98

53。ド坦部

6号･平坦部 2 1 10

(合 1 1 12 12 5 4 1 132 1
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（2）2号平坦部検出遺構

2号平鍋部は澗交区南西部、3号堀跡と普淵された6号堀跡の間にある。当初は2号堀跡と3号堀跡llllを

2号･平坦部と呼称していたが、その平坦部中央に堀の存在が明らかになったことから、2つに分制したもの

である。北上川に向かう北西側の切岸は、傾斜角30．前後の急崖となっている。本平坦部は館の中枢と思わ

れる3号・4号平坦部の東側にある第二のIIII輪を柵成するものと考えられる。地山面の標高は42～435m前

俊、洲從前の状況は水mである。

5号柵列("1l図、写真図版6)

IIID5jグリッドに位磁し、この平坦部の西側外縁からおよそ1.5m内側にある。本避櫛は、その外縁に沿っ

て廻らず全長も短いが、溝の底面に柵木狼跡を有することから柵列と判断した。梢蚕した災さは2.46m、上

1号土坑

1
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一
Ａ

I｣=l11.700II'
A| NA.

1

1号土坑

1 ' 10YR3,
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、､ ,書”
、､、、、
、､､、
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2号溝跡

1 10YR5/di にぶし州M也帖.l稠シルト樅化欽分翁体に含む

第9図 1号平坦部検出遺構
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1号墓峨（第1l図、写真図版6)

mDleグリッド、6号堀跡の西側2mに位置する。検

1llした当初は、楕円形の桃痕（第1l図のスクリーントーン

部分）をもつ大形の柱穴として粉在したが、最終的に副葬

賊（銭貨と漆器の被膜）の出土をみて墓曠と判明したもの

である。輔査の結果、柱換のように見えていた暗褐色部分

の厚さは検出面からlcm程度と薄く、それを境として埋土

の状態が述うことがわかった。その埋士は、掘り起こした

地1I1の-tを人為的に埋め戻したにぶい黄褐色土であるが、

断面図を作成した地点ではほぼ中央から縦に二分された。

一皮、墓全体を埋め戻した後に何らかの理由で半分ほど掘

り起こし、さらに埋めたのであろうか。

規模は、開'二I部が137×90ym、底部が104×65cmで、深さ

は岐大で50cmを測る。艮軸方I;'1は、N-26o－Eである。

底面は平坦で、壁はわずかに外傾して立ち上がっている。

III I:した銭貨から、江戸時代の幕曠である。

卜〃
5号鴇列

1号圃墳

渉
A③

OA,

G10
●

mE5a

A卜L=43･600m､A
Lヨ42.mm

AHA.

WT
－

5弓桐列
1 ，1(〕YR5／4 にぶい茂褐色シルト

1句率
1．10YR4／3

2．lOYR5／4

粘土質シルト

砂頁シルト

にぶい仇褐色

炭化胸含む

にぶい関凹也
0 1罰(Im lm(2m）
－

第11図 2号平坦部検出週櫛

（3）3号平坦部検出遺構

3号平鯛部は調査区中央部北寄り、自然の沢地形を利用する堀跡の間にあって、既述したとおり4号平坦

部とともに館の主要部を柵成するものと‘思われる。本平坦部北東側の股も標高が高い地点には、既に宅地が

造成されている。北上川方向のI櫛西側切岸は、傾斜角35．前後の急賦となっている。地山面の標高は40～42m

で、調膏前の状況は荒地・山林である。

3号柵列（第13図、写典iXl版7)

mE09･0h･0i･0j、ⅣEl jグリッドにわたって位慨し、3号平坦部南側外縁からの距離は内

側におよそ3mである。ⅢEOg・0hグリッドでは、一部撹乱を受けている。本遺櫛の外側約60cmには4

り柵列があって、平坦部の北西Ⅲﾘでは途切れるものの、ともに継ぐ弧を描きながら外縁線にほぼ沿う形に巡

い 10号土坑

翼。
虹
剖

＝勇嘉

m lOm
’

第12図3号平坦部週棡罷砺凹
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っている。2つの柵列間に重複がないため新旧関係は不明であるが、この柵列に一同の作り枠えがあること

は明らかである。週物は出土していない。本遡櫛の長さはおよそ13.3m、上幅は20～40cm、卜・IMは13～30cm

である。埋土は炭化物粒を含む黒褐色土の単咽、底面は棡木の柱痕と思われる痕跡等で凹凸が耕しい。柱痕

の径は15～25cm前後、底面からの深ざは、深いもので10qn程度である。時期は城館期(16世紀代）である。

4号柵列（第13図、写典図版7)

mEoh・O i ・ oj，ⅣE1jグリッドにわたって位置し、平出部1判側外縁からの距離は約2.4mである。

鞘査できた長さは、二箇所の撹乱を挟んでおよそ7.2m、上幅は10-22cm、下幅は5～13cmで、3号柵列より

も若干規模が小さめである。埋土の状況聯は3号柵列と同様である。jH物は出土していない《,時期は城館期

(16世紀代）であるが、上述のとおり3号棡列との新旧関係は不明である。

8号土坑（第13図、写真図版7)

WF2b・3bグリッドにまたがって位世し、北側で10号櫛跡と亜複関係にある。検出段階では新Ⅲ関係

は掴めなかった。開口部の規模は135×44cmの隅丸長方形で、深さは岐大で10cm、長軸方向はN-65o－Eで

ある。埋士は粗砂や小礫を含む褐色土の単暦で、断面形は浅皿状を呈している。遺物は出土しておらず、時

期や用途等は不明である。

9号土坑（第13図、写莫図版7)

WElh･ 2hグリッドにまたがって位i趾し、遺栂北東側は澗森区外に延びている。IO号士坑･ll号溝跡

と亜複関係にあるが、いずれの遺栂よりも旧い。推定される規模は、IMI口部篠が約70cTn、底部径が約50cmで、

平面形は円形もしくは梢円形を呈するものと思われる。検出面からの深さは股火で33cmである。埋土は上位

が黄褐色土、下位が地山ブロックを含む灰黄褐色士からなる自然堆俄墹である。遺物は出土していないが、

埋土の状況と重複側係から、繩文時代の土坑である可能性がある。

10号土坑（第13図、写真図版7)

WElhグリッドに位置し、これも遺櫛北東側は調査区外にある。菰複関係は、ll号櫛跡より旧く9号士

坑より新しい、規模は、推定開口部径が約100cm前後、底部径は40cmである。平面形は円形と思われる。検

出面からの深さは27cmである。埋土は炭化物を含む褐色士の単聴で、自然堆積と思われる。過物は出土して

いない。詳細な時期等は不明であるが、9号土坑との重複関係から繩文時代以降に属するものである。

7号溝跡（第l3図、写典IXI版8)

WF3bグリッドに位置し、本遺櫛より新しい8号溝跡と重複している。遺構は、直線状に北側に延びて

いるが、平坦部の外縁に至る前に消滅する。遺櫛自体が削られたものか、斜面の崩落等によるものかは不明

である。稲交した長さはおよそ2.5m、上柵は16～21cm、下帆は16cm前後、深さは22mである。断面形は皿

状で、底面には数個の凹凸が観察された。埋土は、炭化物粒を含むにぶい黄褐色土の単届で、遺物は出土し

ていない。本遺櫛は3号あるいは4号柵列の続きになる可能性もあるが、明瞭でないことから櫛跡として報

告した。時期は不Iﾘlである。
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8号潤跡（第13図、写真図版8）

WF3bグリッドに位樋する。7号櫛跡と、複しているが本遺櫛が新しい。避柵は緩く弧を描いている。

長さは約lOOcm、上幅は8～13cm、下幅は4～7cm、鹸大の深さは6.5cmである。埋土は、地山ブロックを含

む暗褐色土の単層で、遺物は出土していない。時期は、7号溝跡が城館期に属すると仮定すれば、重複関係

から中世以降となるが、詳細な時期は不明である。

9号潤跡（第13図、写真図版8)

WF2b・3bグリッド、8号土坑の西側に位置する。重複は認められない。遺栂は途中からほぼ直角に

屈曲している。それからは平坦部北西側の外縁に沿っていることから、柵列の続きの可能性があるが不明瞭

なため櫛跡とした。総長はおよそ3.3m、上幅は10～27cm、下幅は5～15cm、深さはl5cm前後である。断面

形は逆台形状、底面は概ね平坦である。明瞭な柵木痕は認められなかった。埋土は小礫を含む褐色土の単層

で、遺物は出土していない。詳細な時期は不明である。

10号溝跡（第13図、写真図版8)

WF3bグリッドに位置し、南端部で8号土坑と璽複している。既述のとおり、新旧関係は不明である。

適椴はわずかに弧を描きながら南北方向に延びている。規模は、長さ約l.8m、上幅5～19cm、下幅3～

13cm、深さは鼠大で20mである。埋土は小礫を含む褐色土の単層で、遺物は出土しなかった。底面には、柵

木の柱痕様の窪みが認められることから、3号あるいは4号栂列の北側に続く栂列の一部である可能性があ

る。このことから、時期は城館期(16世紀代）に属する可能性がある。

11号潤跡（第13図、写真図版8）

WElh･1i･2 iグリッドにまたがって位置し、北東側は調査区外に延びている。9号･10号土坑と

の亜複関係は既述のとおりであるが、この二つの士坑の断面図に本遡櫛の埋土は表れていない。このことと

それぞれの埋土の状況から、本瀧跡はlO号士坑と同一の遺櫛である可能性がある。ここではそれぞれ単独の

遺栂として報告した。

規模は一辺が3.5m前後の方形、上帆は34～75m、下幅は28～70cnl、深さは最大14cmを測る。断面形は浅

皿状で、壁は緩く立ち上がり底面はわずかに凹II'Iを有する。埋土は炭化物を含む悶色土の単層である。遺物

は出土しておらず、時期は不明である。

（4）4号平坦剖験出遺構

4号平坦部は澗査区中央部の北側、4号堀跡と5号堀跡の間にある。掘立柱建物や数期にわたる門跡など

の主要な遺構が検出されており、このことから本平坦部は3号平坦部とともに館の中枢として機能していた

ものと思われる。5号堀跡は、調査区外に倣かに痕跡を残す土塁とともに南西側に延びるが、いずれも北か

ら東側にかけては畑地造成の際に消滅したらしい。南西側に向く切岸は、鹸大傾斜角30°の急崖となってい

る。平坦部地山面の標高は40.2～41.6m、門跡周辺のそれは38～40mである。調壷前の状況は畑地である。

なお、この平坦部外縁の中央付近は、等高線のあり方から地盤崩落しているものと思われるが、それがいつ

の時点かまた、自然に崩落したものか、人為的なものかは不明である。
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1号掘方群建物（第15図、写真図版9)

WF9h･0g．0h･ 0 i 、 VFl i ・ l jグリッドに

わたって位世する。今回潤燕できたのは述物I伽西側の一部で、

そのほとんどは北東側の調査区外に存在する。確認できた規

模は、桁行8IHI (総長15.40m)、梁間1冊（庇部分l.48m)

の1判東一北西棟建物で、紬方向はN-55｡-Wである。平Ⅲi形

式は桁行6間、梁間l+GImの身舎の四面に庇を持つ建物と

思われる｡桁行の柱IHI寸法は2.05m(6.7尺)が多用されるが、

Pll9～P99の1.87m(6.2尺)、P19～PI6の2.33m(7.7尺）

などと寸法差がみられる。使用した柱穴は14個である。その

うち、柱痕が確認されたものはP188･P93･P17･P19･

P16･P99の6個で、P118の底面には礫石が据えられてい

た。他に適物は出土していない。この述物規棋や周辺に存在

する門跡・柵列などの遺櫛の性格から考えて、本遺櫛は城館

期(16世紀代）の主要建物であると考えられる。
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1号門跡（第17凶、写真図版9)

4号平坦部南側、南西に張り出す外縁部のⅣF7f ･ 7g

グリッドに位慨する。他遺構との重複はP103とP106で認め

られるが、 P103が切られている。遺櫛は本柱4本から櫛成

され、棟方向はN-30｡-Eを示す。柱IMI寸法は2.0 (6.6尺）

~2.2m(7.2尺）を測り、僅かに東西方向の柱間が長い。遺

櫛を構成する4個の柱穴にはいずれも柱棋が碓阻でき、その

篠は16～22cmである。棚り方は径50～70cm、深さ50～68cmの

規模を持ち、南西側のP70･P103の底面には礫石が据えら

れている。遺物はill士しなかった。詳しくは後述するが、本

過栂とその南西に広がる終地層・通路跡そして2号柵列は、

その位世関係から同時期に存在した一連の川入り口施設と考

えられる。時期は城館期(16世紀代）である。
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2号門跡（第18図、写真図版9)

1号門跡と同様、ⅣF7f ･ 7gグリッドに位置している。

他遺撫との重複関係であるが、P109･Pl26が6号溝跡に切

0 1 : 1m 2m
－

第15図4号平坦部検出週棡(1）
られているほか、柱穴ml:の切り合いが腿められたが新旧関

係は掴めなかった。これも本柱4本から柵成されるもので、

棟方向はN-29｡-E、柱1町寸法は2.0(6.6尺）～2.15m(7.0尺）である。柱痕が確認できたものはP68とP104

で、徒は18～23cm，掘り方の規模は32～63cm，深き28～43cmである。なお、 P104は桃材の抜き取り後に

粘土が埋め戻されている様相を呈している。底面に礫石を有するものはP126のみである。いずれの桃穴から
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も遺物は出土していない。1号門跡との新旧関係は、

直接に切り合う柱穴が存在しないため不明であるが、

城館期(16世紀代）において作り替えられたもので

あることは明らかである。また、本遺榊には位世的

に1号柵列が取り付くものと思われるが、これにつ

いても後述することとする。

｡,ｿや'“

3号門跡（第18図、写真図版9)

WF7f・ 7gグリッドにまたがって位ぼし、門跡

等を櫛成する柱穴群内の2個の柱穴を使用している。

他遺櫛との璽複関係はP71とPlO2、 P108とP126に

おいて認められるが、新旧関係は掴めなかった。元々

本柱2本から榔成されるものか、本来は4本で栂成さ

れるものが地盤の崩落等によって2個の柱穴しか存在

＝画壺

第16図門跡周辺図

1弓門跡
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b－b･(P加）
1．lOYR6／6

引黄掲色シルト にぷい黄褐色との挫士
2. I0YRｨ／2

灰黄褐色帖土質シルト褐仏十鉢含む

3．10YR3／2

黒褐色砂頁シルト 炭化物粒含む
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にぶい負褐色シルト 地111用砧ブロゾク
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にぶい負目色帖上 3判より黒味あ』）
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2号門跡
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にぶい黄捜色砂頂シルト炭化物性含む
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しないのかは不明である。入口を斜面側とした賜合の棟方向はN-19｡-E､柱間寸法は1.75m(5.8尺)である。

いずれの柱穴にも柱疲が碓鰡できその径は20～24cm、掘り方の規模は綴53cm，深さ16～29cmである。いずれ

の柱穴からも遺物はll1土していない。時期は城館期(16世紀代）と思われるが、櫛造を含めて他の周辺にあ

る門跡との関係は不明である。

4号門跡("18IXI，写典IXI版9)

3号門跡の南西側に隣接している。遺構間の垂複はP71とPlO2、 P101とP126、 PlOlと1号柵列におい

て認められるが、新|Ⅱ関係は確認できなかった。3号門跡同様、本柱の本数については明らかでない。本通

櫛の棟方向は1号・ 2．り･l''l跡とほぼ平行し、桃穴IHlの-,l･法はl.53m(5.0尺）である。棚り方の規模は篠40(m

liil後、深さはいずれも32cmである。過物は出土していないが、時期は城館期(16世紀代）と思われる。

3号・・4号門跡が確実に本柱2本構造の門であるとすれば、全部で都合3回の作り祥えがあったことが考

えられる。3号・4号I'!j跡が2本栂造なのか4本棚造なのか、また柱穴Ⅲの新旧IⅢ係を確実に把握すれば、

この城館の門跡の変避を明らかに出来たのかもしれない。柱穴間の重複はほんの倣かではあったが、新旧関

係を十分に把握できなかったことが今更ながら悔やまれる。

1号通路跡（第19．20IXI、写真図版10)

4号平坦部南側の外縁から切岸にかけて、ⅣF6e･6f･6gグリッドに位世する。門跡群の南西側に

ある糖地屑に続く通路跡で、束にある4号堀跡側から主郭への豊り口と思われる。この通路は、切岸の急斜

面を級やかに上がれるように作ﾕ1$され、 l -号門跡の正面に向かって整地咽部分に延びている。通路面はv崎

の砂礫層が踏みしめられて堅くなっているが、通路中央部は蒲鉾形にわずかに盛り上がっている。規模は、

梢査できた部分で長さ5.0m弱、幅は68～94cmである。

P125はこの通路跡のすぐ脇にある柱穴で、通路にかかる本柱2本の門を櫛成するものの一つと思われる。

これと対になる柱穴は、斜Ⅲiの地盤崩落によって失われた可能性が高い。桃穴はV層下の礫咽を掘り込んで

おり、埋土は炭化物粒を含む褐色土の単層である。規模は直径が58cm、検出面からの深さは70cmである。

終地層は長さ4.3m、柵50～80cmの規模で平坦部の縁辺から斜面部に沿って細任<広がる。整地に使われ

た士はにぶい髄褐色と灰就褐色の混合士で、厚さは10～20cmである。

1号柵列（第21図、写真図版10)

IVF6e･6f・ 7e･7fグリッドにわたって位慨し、門跡を栂成する柱穴群の南東側外縁付近にある。

外線部からの距離は内側におよそ2.5mである。本過櫛の東側で4号櫛跡とilt襖していたと想われるが、新

IIIは明瞭でない。遺櫛の西側ではP101とも重複するが、新旧関係が掴めなかった。本遺構の外側30～60cm

には2号栂列があり、2列とも平行して直線状に延びている。これらもまた、柵列間に亜複がないため新旧

側係は不明である。埋土は炭化物粒を含むにぶい褐色土で、遺物は出土しなかった。規模は、量さ5.25m、

上幡20～27m、下幅10～15cmで、底面には柵木の柱痕が多数鯉められ、凹凸が著しい。柱痕の径は10～20Lm、

底面からの深さは深いものでlOcm程度である。既述のように、本遺構は2号門跡に取り付く柵列と考えられ、

時期は城館期(16世紀代）である。
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kF39･2umJk･HIL=40.500m 3H'

W
k-k.(P125)
1．IOYR4/4褐色粘土質シルト 炭化物粒・小レキ含む

翌〃
0 1:m 1m
－

" 1号通路跡
1 ．IOYR4/3にぷい断出世シルト 整地部分で灰甜褐色との鵬t
2.10YR4/4褐色シルト 取木浪多い斜im郁の現炎土堆積層
3．10YR4/3にぶい閃褐色シルト小レキ・炭化物粒含む

第20図4号平坦部検出過棡⑤

2号柵列（第21図、写真図版10)

位憧は既述のとおりである。P122と亜複しているが､新旧関係は掴めなかった。本遺櫛の東側は、平坦部

縁辺付近の地盤崩落により失われているが、本来はこの平坦部の外縁に沿って全周していたものと思われる。

規模は長き約7.7m、上幅20～27cm、下帆lO～15cmを測り、底面の状況、棡木柱痕の規模等は1号棡列とI剛

様である。埋土は炭化物粒を含む灰禍色土の単層で、過物は出土していない。門跡を櫛成する柱穴との位世

関係から、本遺構は1号門跡に取り付く栂列と考えられる。時期は城館期(16世紀代）である。

2号土坑（第22Igl、写典Igl版10)

VG2aグリッド、3号土坑の北東約l.4mに位世する。過柵IIUの亜複はない。平面形は円形で、規模は

開l｣部径が63×70cm、底部径が30×38cm、検出面からの深さは12cmである。埋土は炭化物粒を含む灰黄褐色

士の単屑で、自然堆積である。遺物はlH土しておらず、時期は不明である。

3号土坑（第22図、写真図版ll)

VGla・2aグリッドにまたがって位瞳する。上述のとおり、2号土坑とはl.4mほどの距離がある。遺

L=40.5帥m
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零L ，，～
卿

1号・2号橿列
1．l0YR‘1／3
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吠樹間色シルト炭化物粒含む
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にぷい枇褐色粘上質シルト 粘性ややあり
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第21図4号平坦部検出適棡(a
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構間の重複はない。平面形は梢円形、規模は開口部経が65×93cm、底部径が27×44cm、検出面からの深さは

9(mである。塊士は灰就禍色士のlli塒で、自然堆柵と思われる。避物は出土しておらず、時期は不明である。

4号土坑（第22図、写真図版ll)

WFOhグリッド、5号士坑の北側20cmに位置する。P27と血復しているが、本避櫛のほうが旧い。平面

形は略III形で、規桃は開口部様が97×lO9cm、底部徒が78×81cm、検出面からの深さは6cmである。埋士は、

灰黄褐色上に地lllブロックを含む自然堆積用である。遺物は出士していないが、規棚・埋土の状況等から、

縄文時代の土坑である可能性がある。

5号土坑("221xl、写真i叉|版ll)

WF9h･ 0hグリッドにまたがってあり、4号土坑と隣接する。他遺櫛との重複はない。平面形は略円

形で、規模は開I 1部径が97×ll2cm、底部徒が65×69cm、検川面からの深さは、股火で9cmである，埋士は、

炭化物を含む灰黄禍色士に地山ブロックが批じる自然堆柵咽である。避物は出土していないが、規模・埋上

の状況等から、縄文時代の土坑である可能性がある。

6号土坑（第22図、写真図版ll)

49･平坦部南東端のⅣF6dグリッドに位世する。本遺柵I*j東〃向の切岸側にかけては、地盤脱藩のため

失われているものと思われる。北側から延びる5号瀧跡と重複するが、埋土の状況から同一遺櫛の可能性も

ある。平面形は、北東側が瀧状に張り出す不整形で中央部は一段深くなる。その部分の深さは39cmである。

埋土は、にぶい俄禍色士を島i｛体とし壁際に禍色の崩藩士搾を含む。自然堆俄と思われる。避物は出土してお

らず、時期は不明である。

7号土坑（第22図、写典図版12)

WF9g･ 9hグリッドにまたがってあI)、本遺柵の北西2mほどに4号･ 5号土坑がある。他迩榔との

重複はない。平面形は略円形で、規模は開口部径が50×58cm、底部径が35×45cm、検出面からの深さは股大

で7cmである。埋士は、炭化物粒を含む灰黄禍色士の自然堆積掴である。出土遺物はなく時期は不IﾘIである。

3号溝跡（第22図、写真図版12)

WFOhグリッドに位置し、1号掘立柱建物を構成するPll9と重複する。本遺櫛のほうが新しい。方向

は北東-I櫛西であるが､本来はその両方向に延びていたものと‘魁われる｡輔査した腿さは1.9m､上柵は25cm、

ド幅は16c,,1．検川面からの深さは峨大で3cmと浅い。断面形は浅llll状で、底面は平坦である。埋土は灰黄禍

色土の単層である。遺物は出土しておらず、時期は不明であるが城館期よりは新しい櫛である。

4号満跡（第22図、写真図版12)

WF6d･6e･6fグリッドにわたって位置し、地盤崩落後の現在の平坦部外緑線にほぼ平行している。

5号溝跡・6号土坑との距離はおよそlmで、重複については1号栂列で記戦したとおりである。規模は、

促さがおよそ3.2m、上幅が8～39cm、下幅が7～30cm、検出面からの深さは数(mである。埋土は禍色士の

単噛である。避物は出土しておらず、時期は不明である。
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5号満跡（第22図、写真図版12)

WF6dグリッドに位慨し、亜襖1M係等は6号士坑の記紋にあるとおりである。規模は、便さが1.5m、

上帆が18～24cITI、下幅が14～18cm、検出面からの深さは13cmである。皿士の観察から、本遺柵は本来Ⅱ廟上

面で検出されるべきものである。埋土は褐色士の単層で、遺物は出土していない。時期は不明であるが、少

なくとも城館期に属するものではない（，

6号潤跡（第22図、写典lXl版13)

WF7f・8e･8fグリッドにまたがって位置し、北東側は鯛介区外に延びている。門跡を櫛成する桃

穴群と多数重複しているが、本過櫛はそのいずれよりも新しい。規模は、長さが8m弱、上幅が15～35cm、

下幅がlO～27cm、検出而からの深ざは6～7cm程度である。埋土の観察から、本遣櫛は本来Ⅱ刑上面で検III

きれるべきものであるが、地lll面で確認し梢査した。埋土は炭化物粒を含む禍色士のi仙層で、週物は出土し

ていない。詳細な時期は不明であるが、城館期に属するものではない。

1号竪穴状遺構（第23図、写典Igl版13)

4号平坦部の北西側、VFli･ l jグリッドにまたがっている。1号掘立柱建物を栂成する柱穴群のう

ち3個と重複するが、いずれの柱穴よりも本遺櫛のほうが旧い。規模は3.80×2.18mを測り、平面形は不整

な是方形で南東側の壁は僅かに丸く張り出している。床面は平坦ではなく緩く傾斜して、壁の立ちあがりも

不明瞭である。壁高は6～l5cmと場所によって高低がある。炉は検出されなかった。埋士は炭化物粒を含む

灰蹴禍色土の単咽で、通物を含み堅く締まっている。避物は床面直上を主体として、縄文土器の細片数点と

磨石1点（掲載番号6）のほか、使用痕の認められない円礫が2個出土した。出土遺物から、繩文時代前期

に属する竪穴状遺構としておくが、自然の窪地の可能性もある。
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（5）5号平坦部検出状況

5号平坦部は、洲代区般北部の西側に張り出す尾根上の級斜面にあって、 5号堀跡と平坦部北側の沢との

Ⅲlに位催する。IIMIIIに向く切岸は、傾斜角35'｡あまりの急崖となっているが、北側の沢にかけては比鮫的緩

やかである。地IU曲の標高は37～40m前後と他の平坦部に比べて傾斜がきつい。調査前の状況は1I1林である。

ここからは遺構が一切検出されておらず、遺物は純文時代の土器やフレイク・チップ類が億かに出士した程

峻である。遺柵は雌,似されなかったが､城域としてはこの部分まで含めて考えたい。（鋪24例、写典Ⅸ1版14)

（6）6号平坦部検出遺構

6号平坦部は洲稀Ⅸ中央部の南東側、2号堀跡と6号堀跡の間にあって、2号平坦部のさらに一つ外側の

IIII桧を撫成すると‘似われる術西側に向く切岸は、 2号平坦部と同械、忽雌となっている。地山1niの梛尚は

l25m～43.5mで、柵従前の状況は水田である

12号溝跡("261Xl、写真図版15)

6号平ｵ1部南束側の外線部、HD9bグリッドに位慨し北西から南東〃向に延びている。避柵|川のjX複は

ない。規模は長さが2.25111,上|幅が20cm前後下|柵がl5cm前後、検出Imからの深さは最大で8cm程皮である。

底面は平坦で、柵列にみられる柵木の痕跡は認められない。埋土はにぶい黄禍色土の単層で、遺物は出土し

なかった。位髄的には柵ﾘの可能性もあったが、住痕が確認されなかったことから瀧跡とした

、
魂､0m

▲
40.0m

37.0

、
、

VG6I

十

I
〆

VC4f＋

10m0］ 1．3m

第24図5号平坦部等高線図
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11号土坑（第26図、写真図版15)

12号櫛跡の南東およそ2m、ⅡD9aグリッドに位世する。129･士坑とは南東方向に50onの距離がある。

Whi形はIII形、断面形は浅皿状を呈する。規模は開'二I部徒が57×64cm，底部径が43×45cmで、検出面からの

深ざはllcmを測る。埋土は炭化物粒を含む黄褐色土の単層で、週物は出土しなかった。時期は不明である。

12号土坑（第261Xl、写典悩1版15)

IID9bグリッドにあり、他の遺櫛との位置関係は上述のとおりである。平面形は円形、断面形は浅Ⅲ'状

である。規模は開口部径が65×73cm，底部徹が44×49cm、検出面からの深さはlOCmである。埋土は、炭化し

た木材片を含む黄禍色土の単屑で、自然堆獄と思われる。時期は不明である。

（7）堀跡

この猫|州館跡の曲拾を区画する堀跡は、全部で6条確認された。調査の結果、 1号～4号堀跡は自然地形

の沢を利川した窄堀、5号・6号堀跡は曲輪をさらに小さく区切る縛硝された空堀であることがIﾘjらかと

なった。既述のとおり、前者については断面観察と写真撮影のみの梢査しか行っていないが、後者では5号

堀跡は断而図の図化まで、 6号堀跡は完掘後、平・断面図の同化までを行った。

1号堀跡（写典図版16)

1号平坦部の北東側にあり、他の沢を利用した堀跡とは方向や斜面の傾斜が緩やかな点で異なる。土層か

らは湘冊・作堺等の痕跡は認められない。長さはおよそ50m，上帆は約20mである。周辺の地形から見て、

同然地形を使った堀というよりは、平坦地縁辺の自然伽燃によるl'11部である可能性があり、堀跡としたのは

不適当だったかもしれない。

2号堀跡（写真図版16)

l〃平1部と6り･平出部の間にある。北上川に流れ込んでいた沢を利用した自然の竪堀で、現在でも倣か

な流水・測水がみられる。これも土層からは普請・作事等の痕跡は認められない。地形図上での長さは約

60m、上帆はlO～50mで、南側に向かって大きく開いている。この堀跡の北側はどこまで続くものかは不明

である。

3号堀跡（写真図版17)

2-Wzjll部と3号平坦部の間にあって、北北東から南南西方向に緩く弧状に抜ける自然の竪堀である。こ

の州跡は北側に細く延び、その西側の主郭側には桁状に土塁の換跡が残っているが、鯛査区内においては、

普紺．作聯搾の痕跡は認められなかった。地形図上での長さはおよそ1l0m、上幅は5～40mである。土塁

は、捌査l)<外の宅地裏に艇ざ35mにわたって観察される。

4号堀跡（写典腿|版18)

3号平Ⅲ部と4号平坦部間にある竪堀で、現在は排水場として使われている。主郭となるその二つの平坦

祁を1曲iする堀跡として調査したが、他の自然地形利用の堀と比べて規模が小さく、また北東方向への繋がり

も不Iﾘl瞭なため、 1郷を:分する堀となるかは不明である。澗従区内においては、普諭・作事轆の痕跡は腿
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にぶい灰黄禍色シルト・砂碗の拠土最近の盛土
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棚也シルト・砂の混土晩化物粒含む

にぶい閃褐色シルト・砂の混土粘性ややあり

仇褐色シルト・砂の混土4層lﾆ似る盛土

黄禍色砂質土粘性なし

柵色シルト・砂瞭の況土円レキ・角レキ含む

偶也砂畷居下位にITIレキ・州レキ集II!する

褐色砂曝層砂層のブロック・レキ多く含む

武褐色シルト・緬砂の拠土円レキ含む

歯褐色砂質土円レキ・町レキ含む

照褐色シルト縄文土蕃出土

褐色砂質土縄文土審出土

質褐色砂碗層円レキ。角レキ多数含む人為堆碩か？

綱色砂質土自然堆碩層

にぷぃ賀褐色シルト・砂の混土新期土塊埋土？

5号堀

A6号堀跡 A・岡売区外
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杭跡(㈹1～8）
lOYR6/6冊色

1

粘土質シルト炭化物粒含む
肋8のみ木棚の可能性あり

I
6号堀跡
1．10Y

シル

2．lOY

､
R5/6澗柵色
卜蝋水・ビニール含む盛土
R5/3にぷい麓褐色

1

1
j

』

＄

＄
、

、

h
シルト休併Ⅲの作付け面？

3．10YR5/3 I二ぷい償褐色
シルト枕跡？

4. 10YR6/6 IJI戯褐色
粘土間シルト 休併Ⅱ1の隊土

5．IOYR5/4にぷい批側色
シルト旧炎上(畑か土累の土？）

6. 10YR6/6明間褐色
シルト人為的に堀を蝿めた土か

7．10YR4/4褐色
シルト 脱化物を含む人為堆積層？

8．10YR,1/4褐色
シルト堀迩作時(IIIM)の面

9．2．5Y5/3側褐色
シルト・砂の砿璃凹然地価届

0 1 :駒(1：1⑪ 1，町）

ALr44'ｲ00n1 司A’5

第27図 6号堀跡5号
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められなかった。地形例上での長さはおよそ45m、上|陥は5～25mである。

5号堀跡（第27凶、写典図版18)

‘1号平坦部と5号平坦部の間にあって、北北東からI櫛南西方向に延びる竪堀である。調査は、調査区境に

入れた幅1.5m余りのトレンチ澗査のみである。北Ⅲﾘの澗傑区外にはその東側に土塁状の商まりが観察され、

､'1時は堀と十坐によって1111輪がl血』されていたものと思われる。この堀跡は次鋪に級く東側に折れて3号堀跡

に続き、70×120mほどの広さを有する館の主体部分を巡っていたのであろう。規模は．現在残存する長さ

がおよそ40m、断面観察地点での上幅は9m弱、垂直高は4mを倣かに越える。埋士は、盛土～旧表土を除

いて礫を含む褐色～黄褐色士を主体とし、肢下部には人為的に入れられたと思われる砂礫混じりの戯褐色土

が堆碩している。断ImはV字状を呈する、いわゆる蕊研堀である出上遺物は、埋土中位の壁際から出土し

た縄文土器片数点のみである。本遺榔は、城館期に普諭された空堀である。

6号堀跡（鋪27凶、写典Ixl版19)

2号平坦部と6号平坦部の11IIにあって、両平坦部をほぼ真ん中で区切る竪堀である。方向は北北東から南

南西方向で、切岸まで大きく掘り抜かれている。調森は、調査区境に幅1.5m余l)のトレンチを入れて土層

を確認後に完掘したが椚森できた腿さは9mほどであるこの堀跡の北東約35m付近の澗迩区外には、現

在轟地となっている当時の|製の換跡が側轆できる。これは、本巡柵の北西外緑に取り付いてともに北側に

延び、3号堀跡に折れて繋がるものであろう。規模は、断面観察地点での上幅が約10m、垂直高は53mを

測り、断面形は薬研堀状である。埋土は、上位が数Mにわたる水IH造成に伴う盛土、中位～下位が士塁を壊

して人為的に埋めたと思われる褐色士と明黄褐色士からなる。雌ﾄ部は自然堆削のシルト質土と砂の互層で

ある。なお、本過椛北西側雛の斜而のII』ほどには7個の、反対側には1個の杭跡が確認された。いずれも直

径が20cm程度のもので、堀の内側に傾けて杭が打ち込まれていたものと思われる。杭跡が主郭側の北西壁に

多く並んでいる状況からそちら側の防御を間める蹴味があったものと考えられる。一応、ここでは乱杭(堀

底にある打ち込み枕）の一猟として繩告する。

出土遺物は、埋土中位から出上した純文時代の土器片1点と塔石（掲戦番号･7) 1点だけで、城館期に属

するものは出土しなかったが、この堀も城湘Ijに勝柵された空堀である。

2出土撞物

今同の洲盗で川士した世物は収納川小コンテナ（45×35×9cm) 1卿冊で、そのほとんどは遺柵外から出

土した。樋類は、繩文土器・石器熱、陶磁器、金屈製品などがあるが、城館期に属する可能性のある遺物は

陶磁器1点（遺物播号26）のみである。過物の内容は．繩文士器は50点余り敢量6209、石器類は剥片類で

は褐紋した5点のほか、フレイク・チップが砿壯約700(I ，雛石器は褐戦した3点、陶磁器5点余り．金属

製品では角釘1点と銭貨（蝿永通衡）8枚である。本報告稗には、地文のみで時期が明脈でない繩文士器の

破片や、フレイク・チップを除くすべてを褐戦した。以下に、樋類ごとに詳細を記述する。

l～5は1l片士器で、lは完形の有茎凸挫雛でP112から出土したもの。2 ･ 3は凹些錐でいずれも先端

を欠き、3は基部の快I)が深い。4は縦形石匙の完形砧、 5は蝶I1M極製の細部加工剥片と思われる。6～8
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は礫石器で、6は1号竪穴状遺柵の床面から出土した3面に使用痕が認められる磨石、7は6号堀跡の埋土

中位から出土した磨石である。8はPI26の底面にあった礎石で表裏に焼け魚げが観察される。繩文時代の

台石などからの転用かとも思われる。9～l3は縄文土器で、l2までは深鉢の胸部や口縁部破片、13は壷類の

肩部と思われる破片である。lOは口唇部にごく値かな指頭の押圧があり、頚部には浅い沈線が巡る。器形か

ら中期末葉～後期前葉か｡l2は粘土紐の貼付けによる山形の脇Wを布することから前期中莱､l3は平行沈線・

刺突などから晩期後半に比定される, 9 ･ llは器而の畷滅が若しく時期が不明である。l4はP66の底面から

出土した環状に変形している鉄釘である。15～22は1号墓蛎底面出土の副弊肋である。15～17 (銭貨l)の

3枚、18～20 (銭貨2)の3枚、21 ･22 (銭貨3)の2枚がそれぞれ接合した状態で出土した。銭貨3の22

は｢文寛永｣である。なおこれらとともに､底面から剛沸品であったとⅢわれる漆器の漆皮膜が出土している。

23～28は陶磁器で、23は肥前箙陶器の呉器手碗、24は肥前産の磁器碗、25は肥前産磁器と思われるが器種が

不明である（以上大橋編年Ⅳ期以降)。26は美濃産の志野皿で底部にハリ支え痕を有する。年代は16世紀末

から17世紀初めで、唯一城館期に近い年代を持つものである。27は19世紀以降の染付。28は肥前産磁器皿で

兄込蛇の目釉剥ぎである。("28･29MI，写典図版20･21)

－39－

番号 出士地点 梱頚 層位 法員(m) ma(9) 文榔・石質・産地・年代など 写図

I Pl l 2 石触 叩上 促さ3.6 @m1.1 1リさ0.‘1 0．81 ｲj聴、赤色rIVI(ML;Mlll脈） 20

２ WE2 而蝕 不明 催さ(1.7) @m1.6 1りさ0‘1 0 83 罵塔凹鵡、閲V;(奥羽山脈） 20

3 WF9 石餓 ロ胴 焼き(3.1) @M1．7 1りさ0 4 1 51 離裟凹鵡、頁岩(奥羽lll脈） 20

4 VG7 石匙 Ⅱ層 腿さ3.5 棚2.1 厚さ0 6 3 53 曜乳面岩(奥*1111脈） 20

5 VG6g 細肺加工 Ⅱ咽下 腿さ1.6 081,3 1Vさ0 3 0“ 肌咽4 製(産地ｲ叩I) 20

6 1号畷穴状 胸石 Ikr[ l&516.5 "7.5 厚さ5 0 747 4 3IHil IM1hi，安IIIWI(";j1III脈） 20

7 6叶堀跡 胸行 縄卜 腿さ11 .5 "8.1 厚碁5 8 773 2 安I1Ifi(奥羽111脈） 20

8 P126 礎石 "1m 民さ19.8 "18.8厚さ5 6 3.28k9 台而の転＃1？災裏にコケ付蒲、安III岩(奥羽1llX) 20

9 WF6f 縄文土器 II層 漁鉢胴郁、砂粒含む胎土、器面峨減 20

0 WF6f 細文士瀞 Ⅱ厨 祁鉢[1維陥、LR靴文､口僻部押陥､蝋部洩い沈職 20

1 トレンチ8 繩文土器 災上下 深鉢胴部、器Ihi峨城稗しい 20

2 WF9h 細文土器 不IﾘI 深鉢口縁部、鋸歯状に粘土紐貼付、地文不明 20

3 VG7f 繩文土器 Ⅱ燗 蝋呵部？刺突、平行沈線 20

4 I'66 鉄釘 庇而 12.36 環状に刷曲 20

5 \.邸峨 飢慌I 庇而 if[ff2.3 8枚のうち3枚接合 2

6 ‘け悪塘 銀貨1 鵬面 血機2.3 3枚接介 2

7 号墓曠 銀貨1 Xm r[径2.3 7．68 3枚接合、以上銀貨1 2

8 号幕塘 錨貸2 底面 8枚のうち3枚接合 2

9 号･藤塘 鋭貸2 服面 lffif2.3 3枚掘合 2

20 号蕗曠 般街2 庇Ihi IKif2.4 6．86 3枚接合、以上銀貨2 2

21 号墓塘 銀貨3 底面 8枚のう ’2枚接合 2

22 号墓曠 銀貨3 底面 K径2.4 4．8 2枚接合 以上銀貨3 2

23 mD5 i 陶瀞 H燗上 製作地 肥前<MIi1t) 器柧 碗 透1ﾘl柚 ，器.F形、火偶Ⅳ期(1690-1780)以降 ２

24 mE5a 磁器 I～Ⅱ 製作地 肥前 器棚 碗 染付(り:ｲ文)、大橘Ⅳ101(1690-1780)以降 ２

25 VG6h 陶器 I層~ド 製作地 肥削 器仙 碗 染付、大抵W期(1690~1780)以降 2

26 nA区 陶器 表採 製作地 焚濃(志野） 器抑 1m 腿石袖、底部にハリ支え痕、16C末-17C初 ２

27 不明 磁器 災採 製作地不明 器杣 碗 コバルト発色、19C以降 2

28 刷奄区北側 磁勝 炎採 製作地：肥削 滞抓・Im 通Iﾘj柚、見込み蛇の1.1柚剥ぎ、19C以降 2
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Vまとめ

1 這構と漬物

今岡の発捌洲代において得られた成巣は、遺榔についてはP16の一覧に,kしたとおりで、城館期に属する

遺櫛は6つの平坦部と掘立柱建物1棟柵列5条・門跡4棟・通路跡1箇所・堀跡2条（自然地形の沢を除

く）であるその他には、縄文時代では畷穴状避櫛が1棟、近世では墓壊1基のほか、時期不明の土坑12基

・柱穴1324･櫛跡12|条が離郷された

出土した避物は、繩文土器（中期・後期・晩期）・石器（石匙・磨石等)．フレイク・チップ類、陶磁器、

金属製品（角釘・銭貨）であるが、城館期に閥するものは、美濃産の志野皿1点のみである。

今回の調査範開は、猪岡館の城域全体から見ると、各II11輪の平測地の一部と北k川に向く切岸の一部分だ

けという限られたものであったしかしそれ故に、城航の柵造上ある程庇予測mJ能な遺柵、例えば門跡・柵

列通路跡といった・巡の避櫛が確認されたことや、この館にI則する文献が比較的豊富に存在したことなど

から、城館全体の調盗には全く及ばないものの、一定以上の成果は挙げられたと思っている。ここでは、猪

岡館跡が機能していた時代の避櫛について述べ、その後に城館柵造．城域について若干の検討を加えてみた

し’

まず、第4号平坦部の縁辺に確認された門跡と柵ﾘ、通路跡についてであるが、第30図に紫桃氏が作成し

た猪岡城の略図をr史料仙台領内古城・館』節一巻より!砿職した。本丸付近の略岡であるが、既述のように

I呵側'|!災の|ﾉ1側に人I)込む部分に大手l''lとあり､捌従ではまさにこの簡所に上記の過W僻が確認された｡第31

IXIに示したように、IIIl跡と柵列には作I)枠えがあって2組のセットで杯在していることがわかる。2つの門

跡を僻成する柱穴間に政襖が無く、明雌な新旧関係は不明であるが門跡西側にある整地きれた範囲から1

号･門跡と2月･柵列のセットのほうが新しい施股であるIり．能性が問い。さらにこの西側に続く通路跡の脇にはg･1'｢1跡と2g．柵列のセットの

深く大きなｲ1;穴が側秘され、

この通路には本柱2本からな

る門が取り付けられていたと

考･えられゐ。このような.i("

部への出入りl lという一連の

施設が確認されたことは、今

l''1の捌從をよりイi懲腿なもの

にし、かつ城航柵裾における

醗醐味の一つを示すことがで

きたと思う。

次に、1吋じ‘1号平坦部で南

西側の一部が検出された州立

柱建物である。確認された柱

穴配悩からは平而形式も定か

にできないが、その柱|Ⅲなど

|
も
と
北
上
川
漁
協

ｌ
処

斗

凸

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ユ

ユ
星

第30図猪岡城壮説明略図（紫桃正隆氏作成）
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2号門跡
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第31図門跡と柵列のセット関係

の規模や礎石をもつ林穴があることなどから、館のFlIｲ|《部に柵える主要進物であったことは疑いがない。

次は堀跡であるが、今岡の洲恋区Iﾉ1において蒋講された痕跡をもつものは第5号・第6号堀跡で、いずれ

も切岸まで堀り抜かれている。鋪6号堀跡では、堀の西側に直線状に残る土塁の高まりが部分的に観察され、

往時の榔州を慨かながら蝋うことができる。地元の方の紬によれば、かつてこの周辺には明瞭な棚と土姻が

見られたそうであるが、IMmの際に土塁状の潟まりは削られ低みに埋められたらしい。第5号堀跡について

も同様の話をかつての地主から聞くことができた。この2つの堀跡は、何らかの理由で大きな曲輪を区切る

必要があったことから将禰されたものと思われる。

2縄張と城域

猪岡館の城域については、紫桃氏がrその規模は東西200m、南北150mもある仲々壮大な城館」との見解

を示しているが、今岡の綱企で言えばr東西|200m」とは、第1号平坦部と第5号平坦部を除いた範囲と思

われる。確かにこの2つの平坦部からは城館期に閥する遺構は確認されていないが、城域として全体を考え

る場合にはこの部分まで含めておくべきと思われたので、付図2の縄張図、第33図の堀割り区阿図にはその

ように表した。一方、南北方向の規樅はr150m」としているが、宅地・道蹄造成が著しい北側の区画は不

明瞭であり、繩張凶には炎せなかった。第33図の堀割り区画図では、猪岡館の曲輪を全部で8つ想定した。

今まで館の中椛と思われる1111輪を3号･ 4号平畑部としてきたがここでは4号平坦部を現道付近で曲輪

Ⅳ．曲輪vと分けている。雌も標高のあるIIII輪Ⅳが主郭であるnj能性が高いが今同この周辺で確測された

遺柵がわずかであること、またIIII"Vとの|刈述が不明確であるため、主郭となる曲輪については限定できな

い。しかし、III1輪Ⅳ、1ll1"Vに館の中枢機関が存在したことは間違いないと考えられる。なお、第32図は明

治42年に作成された「北上川河川向帳」に今岡の澗森範囲を被せたもので、縄張Ⅸlで表現されていない第2

号堀跡の北1l1l1への伽IIIIの共合などが兄て収れぁ。この脱Iからも淵1冊館の東西方I向]の城域は掴めるが、.|上{llllが

一′13－



やはり明瞭でない。

また、氏は第30図にあるように、本丸（主郭）の規模を付近で股も標高の高い東西lOOm、南北120mの高

台部分としているが、これは今回の発掘鯛査からも喪付けられた。図の丸山氏宅北側の畑地の標高はおよそ

43.Omで、沖積地面との比高は26mほどである。

澗飛によって、この猪岡館は東西350～400m、南北150～200mの規模を有し、主要部は二正の堀によって

守られる平城辿郭形式の城館であることが明らかとなった。!|'世に閥する出土遺物がほとんどないため時期

は明硫にできないが、おそらくは16世紀中頃から奥羽仕世のIIIIに存続し、北上川の水運を含めた交通の婆衝

として機能していたものと思われる。このことに関連して防御という点では、北上川および東側の山地から

流れる沢という、自然地形と土塁を利用しての防御はある程庇完盤なものと思われるが、殿も守りを堅くす

べき北西側の防御施股がもはや明瞭でない。地形から見ても弱点は山地から延びている丘陵、北上川の反対

側にある山手であったことは想像に難くない。しかしその当時、猪岡館城主は水堀・空堀といった防御施股

を程良く配賦できる場所として、また蕩々と時には荒々しく流れる北上川を臨むことができる溌高の場所と

してこの地に城を櫛えたのであろう。

野外調森においては、調査期間を大幅に超過し大勢の方々にご協力いただいて、ご迷惑をおかけして何と

か終了できた。この報告においては、城館特有の用語に対する錐者の認識不足から、このようなまとまりの

ないものとなってしまったことをお詫びいたします。

<引用・参考文献＞

小lll内透ほか

齋幽榔司

杉沢剛太郎

JFII噸博ほか

千蕊閲批

商惜典ｲi衛門

東北IIoI雌考古学会

II'村縦ほか

本欽斯一

#fIII修三

蹴野秀文

佐々木iルーほか

Wl:進ほか

('”7)：『松本航跡発掘澗糊M皆繩淵文恨肌散文化IM･洲術棚U耕鯆256築側端文扱

(1996):『猯川餌跡発掘調壷報告書』 堵文擬珊蔵文化財隅光報侮欝鮒203集側)岩文振

(1996):『白井坂I ･Ⅱ遺跡発掘剥壷報街鋤岩文擬珊蔵文化財鋼壷報告書第248集個媚文振

(1993): r城航詞壷ハンドブック』 折人物従来杜

(1988): r蝉照氏滅亡後の平製四百年葛西氏．干鯛氏について』

(1988): r笹岡館跡発掘調充報告識瑞文抵埋顔文化財詞売報告宵”劉集剛岩文握

(2"1):『提立と竪穴一中1吐遺栂跨の課題』 束北'l31It考古学賎替2 高志書院

(】984）：『昭棚57年度伊勢飾通跡発掘岡従撒皆釦大収町文化財閥錨u皆書8無岩手県大東町敬w委仙会

(1997): r日本城郭大系2』ー奇森．岩手．牧田一 新人物性来社

(1987)：『図鋭中世城郭辞典一』一北海巡．東北．関束一 新人物往来社

(2脚2）：『奥羽史研究鐙書四鯨命・寵町時代の奥州』 「鮒六東陸奥北部の館J 商志書院

(1993) :『根城一本丸の発畑澗売』 八戸ili肌蔵文化M･剛准拙#符鯏54梨八戸il敵育饗hl会

(1991) :『中世の城と考古学』 新人物往来社

－44－



皇；“

瀞噺鯉
”へ

〆

②
。’

薑

第32図北上川河川台帳図(明治42年)と調杳灰

－45－



第33図猪岡館の堀割り区画(S=1 :2,000)

－46－



－47－

番

I》0

３
－
５

規柵(m)

26×25

深さ(En)

15

旺而掴高(m)

4().951

関迎遺棡

P(） 6 25×22．5 12 41．067

PO ７ 27×26 11．7 41．124

PO H 20×20
~吟

J、‘ 41．225

1，059 25.5×25 31．5 ,11.025

P()60 2‘1×23．5 2.1, .1 .$1.3 lり掘立性肥物

1，061 28× 16‘5 41．13－1

PO62 29× 17．3 41.056

1，063 25×19 14 41，017

13()6』1 26×25 20,4 40.”6

PO65 24×23．5 9．5 ‘1().956

I》066 20．5×18 8．8 ‘1().386

I》()67 26×23 19.5 40.631

PO68 38×31 40．0 4().5(X） 2り･li'l跡

P()69 30×28 12．5 40.“

P()7 ト 57×5‘＄ 61．2 39.970 lり･1n1跡

I》【)7 55× 28.0 40.3()2 3り･Iml跡

P〔)7 25×24 11.3 40.606

PO7 25.5×24 16 9 ‘10.7“

PO7 23×21 20 5 40．87

PO7 ‘19×31 27 9 ‘10．8

1，076 27×23 M I ,10.876

P()77 ×28 11 5 40.793

I》078 $()×29 11 9 40.716

PO79 ×21 7.8 40.63

PO80 ×24 8,9 40.516

IDO8I ×18

1，082 I0×26 8．2 ‘10.9

PO8:1 32×26 9.5 40.875

P08．1 20×18 3．1 40.804

ID〔)85 7×12 8 40.705

IDI)86 8×18 9．6 40.641

I》()87 5xl4 3．4 40.8“

I，()88 2 ､5×23 5.5 40.712

PO89 6×】6 3．5 40.7“

PO9(） 16．5×12 2.3 40.675

ID091 24×23 24．1 41．243 1号柵'f桃岨物

I》092 2<)×16 9.1 ･11.298

I》093 ‘11×39 36.‘1 ’11．137 lり"掘輔棚世物

P09．1 5×32 、5 41．46

1，095 18×17 6．8 ‘11.651

P()96 17×17 3．3 ‘11,‘17‘I

I'()97 20×17．5 16．2 41．3”

ID 8 22×22 5．2 40.92

P 9 57×37 52．9 41．161 lり･掘立柱述物

P ()0 63×49 41 ２ 40 316 lり･l'il跡

P (）1 ,19×,11 33 5 40 164 4り･I!1跡

P ()2 46×･1(〕 35 7 ‘10 193 4り･l''1跡

I, 03 60×56 56 0 40 1.1(） 1り･l｣1跡

I， 0.1 63×51 ‘12 4 ‘10 240 2)j･l川l跡

P 05 33×30 10 9 40．57

P 06 4× 34 9 40．166

P ()7 9×26 10 8 ､10.‘198

ID 08 5×51 22 4 ･10.284 3り門跡

岱号 規欄(伽） 深さ(即） 應而堀圃(m) 間迎遺棡

P()01 29×27 24.3 41．1(;5

P()02 24.5×24.5 23.9 41．197

ID003 22×22 11．2 41.375
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IDO 1 29×26 22 5 41,337 l\掘立住迩物
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IDO 5 29×20 48 4 41．106

P(） 6 22×21 10 6 ‘11.490 lり･掘班桃迩物

P(）
雫
』 49×36．5 44 ７ 41．21‘1 1\棚輔搬世物

''0 8 25×23 21 4 ‘11,5鋤

1，0 9 36×30 43 3 41.236 1号掘立柱遮物
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13025 18×17 8.8 41．669

''026 19×19 10．3 41．56

P()27 18×17 8.2 41．452

'’028 25×21 7.2 ’11. ,187 1号掘立桃建物

PO29 21×20 11.4 41.31

1，030 26×17 53 41．281

11031 26×26 12．3 41．566

1，032 20×19．5 24.8 41．204

IDO33 28×25 20.3 ‘11．142

PO34 22×21 27.8 41．115

PO和5 25.5×23 9 41．124

PO36 20×19 8.4 41，232

PO37 27×26 12.9 41．285

P(） 8 22×22 16 6 41,326

ID(） 9 28×28 16 5 ‘11.465

P(〕 0 25×23 27 4 41.068

ID()．1 1 27×18．5 19 3 41.077

1,0,12 31×14 7.3 41．527

IDO 3 2‘1×22 22.4 ‘11.078

IDO ‘1 24×22 36 J10･”5

PO 5 28×27 8,6 ‘11.349

PO 6 27×26 8．4 41.292

I》0 7 2()×20 1】､2 41．129

IDO 8 23.5×22 7.7 '11．1

PO 9 24×23 7.8 41．031

1，050 24×23 8 40.922

PO51 25×22 21．6 40.554

PO52 21．5×21．5 15 40.728

1，053 25×25 11．5 ‘10.85

P()54 30×26 12．8 ‘10,91
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徹号 規模(叩） 深さ(伽） 底、概高(m) 間迎週棡

1,1()9 鯛×:14 39．2 40，325 2\li'l跡

ID l I（） 欠稀

Ibl I 1 22×20 5．1 40.519

18 1 12 “×64 56.0 ′10 237 l\門跡

IU I I gl ”×割 15．2 側 581

10 1 1 ．1 26× 8．9 ･10 748

1，1 1愚 IZ×12 2.6 41 517

ID 1 16 雛.5×Z6 4．8 41 236

Pl l7 30×27 29.6 40 938

Ib l lH 50×42．5 36.9 ‘11 095 1り･掘戒桃蝿物

1,1 1 28×27 36.7 41 2()2 1 ･WM砿椎巡物

I》12(】 2:!×18 6．2 ｲ(1 564

I》121 25×19 12．2 ,10 373

PI22 40×35 M,2 ‘10 192

Pl2:1 21×19 】3.6 40.

1，12‘1 29×22

PIZ5 63×58 69.7 38 lり･通蹄跡

19126 ‘M×42 34.0 ‘10.207 2号門跡

Ibl27 28×23.3 19.3 1 ､9

IDI28 Z4×24 】1.8 11 別8

Ib I29 Z9×21．5 5.5 41 762

12 1；I(’ 15×15 8.6 11 281

IDI:11 29×29 19．4 4 ､28

1，132 43×34 11．5 4】 385

IDI :I:1 40×粥 9.9 ‘1（ 261

Pl3‘1 32×31 7.2 ‘10.45

IDI ;35 22×20 37.3 ‘12．242

131 :M§ 割×21．5 7.9 ●12.383

19137 × 1 ･12,18

P138 ×19 21 42.1秘

P139 25×17 12．6 .12.23

P’'1U 21．5×19 8.9 2.257

ID1 ，1 1 23×22 24.1 2.367

P1 ,12 27×21 22.7 3.176

P1 '13 29×25 22.9 3.178

P1 ,1 ,1 32×27 34.2 3.2()＃

P1 ，15 31×31．5 8.9 3.318

P1 ．16 23×20 32.6 ‘13.2

ID1 ．17 31×26 36.,1 43.114

P1･18 24×23 33.2 ･13．117

P1 ．19 24×23 18.3 ‘12.786

P150 欠薪

ID 151 20×19 12.9 43．087

1，152 22×20 27．8 43 008

ID15制 46×44 17.2 42 651

1，15'1 31.5×27 17．3 43 157

Pl55 34×31 24 42 972

1，15〔i 36.5×32 18.,1 ‘13 025

1，157 51×37 16,1 ‘13.02

IU I58 欠誘

1,159 欠岳

F16〔〕 55×5,1 15 ｲ2.772

PI61 50×46.5 9．5 42.707

131(i2 ‘18，5×46 7 42.6‘16
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写真図版1 空中写真
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